ょ プ も g 科 、 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
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バラ 茶 は 抗 酸 化物 質 と ビタ ミン 、 加計 
KK、E、B 群 、 微 量 元 素 を 多く 含ん で お り 硬 
健康 に よい だ け で な く 美 容 効 果 も あり ます 


が あり ます 。 

ほのか な 香り を 漂わ ぜ せ 計 炎 玩 味 が する バラ 
茶 を 飲む と 、 疲 れ が 抜け 博 気 分 が 爽快 に な 
り 、 血 液 循環 が 活発 に な り ま す 。 

また 、 顔 の し ね や 疾 ま ぼかす を な くし 、 肌 を 
な め ら 赤 に し ます 衣 剛 | 

愛 と 美 の シン ボル ど 計 れる バラ の つぼ み で 


作っ た バフ 茶 を 飲め ( 寺 還 誰 で も 精力 に ある 
ん ピラ KG 電 


秦 


サン ウォ ン 
朝鮮 祥 原 貿易 会 和 PA 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平坦 市 普 縺 * 細 共 虹 
FAX : 0085-02-381-4416 
E-mail : sw2012@ star-co. net. kp 


黄海 製鉄 連合 企業 所 
ア チ ム 技術 質 易 会 社 
発展 し て いる 朝鮮 の 技術 貿易 


燃料 油 の 効率 を 高め る 凍 加 剤 
柳 京 キム チ 工 場 
朝鮮 准 火 総会 社 
平壌 穀物 加工 工場 
先端 生物 工学 技術 交流 社 
電力 負荷 自動 制御 装置 
丁 香 複合 菌 製品 
大 同 江 家 具 工 場 

2・8 ビ ナ ロ ン 連合 企業 所 0 


平壌 の 歴史 遺跡 全 魚 一 
刀 光 革 


oo コ の まい 


. 先 興 食品 工場 
. 民芸 展覧 室 
. 康 軍 国 際 グ リー ン モ デル 区 
. 清 津 経済 開発 区 
. 経済 開発 区 観光 規定 
. 水 充填 式 水中 電動 ポン プ 
. 健康 と 長寿 、 疾 病 の 治療 に 
著しい 効果 が ある 
ナノ 人 金 多糖 注射 薬 
. バイ コミ ン 注 射 楽 
. 天 人 然 健康 食品 フル クト サン 
栄養 液 
. 平城 合成 皮革 工場 
5000 ト ン 級 貿易 貨物 船 
「 自 力 」 号 


季刊 誌 『 朝 鮮 の 対外 質 易 』 は 「 
日 本 語 、 英 語 、 ロ シア 語 、 フ ラン 
ス 語 、 ス ペイ ン 語 、 中 国語 で 発行 
| 壮 代 KN ま がら 


イン ター ネッ ト :http/ww.korean-books.com kp 


外国 文 出版 社 貿 易 出 版 社 
住所 : 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 
平壌 市 西城 区 域 西川 洞 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
商業 会 議 所 


P.0.Box 89 

住所 : 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 
平壌 市 中 区 域 中 城 洞 
TEL : 850-2-381-5926 

FAX : 850-2-381-5827 

E メ ー ル : micom@silibank. net. kp 


大 規模 製鉄 基地 で ある 黄海 製鉄 連合 企業 所 
で は 、 鋼 鉄 生 産 の 主体 化 を 実現 し 、 生 産 工程 
を 近代 化し て 生産 を 高い 水準 で 正常 化し て い 
表す 。 

企業 所 で は 、 コ ー ク ス を 全く 使わ な い 朝 鮮 
式 の 酸素 熱 法 溶鉱炉 に よる チュ チェ 鉄 生産 シ 
ステ ム を 構築 し 、 無 煙 炭 ガス に よる 高温 燃焼 
加熱 炉 を 導入 する と と も に H 高 電力 電気 炉 
(UHP 電 気 炉 ) と レー ル 角 鋼 連 続 造 塊 生 産 工程 
を 近代 化し て 鉄鋼 材 や レー ル の 生産 を 増やし 
MV ま 9 

コン ピュ ー タ 制御 シス テム が 導入 され た 浴 
鉱 炉 や 大 型 酸素 分 離 機 、 超 高 電 力 電気 炉 な ど 
は 総合 指令 室 と 各 工 程 の 操作 室 で 監視 、 制 御 
|KUANSS 
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企業 所 で は 原料 の 供給 を 先行 させ 、 各 生産 


工程 に お いて 標準 技術 規定 の 要求 を 厳守 させ 
る と と も に 、 鉄 鋼材 の 生産 を 増やし 、 合 金 鉄 
の 生産 基地 を 拡大 し て いま す 。 

企業 所 は 、 形 鋼 、 鋼 板 、 線 材 を は じ め 、 さ 
ま ざ ま な 規格 の 鉄鋼 材 や 重 軌条 、 タ イプ レー 
ト な ど 人 民 経 済 の 各部 門 の 需要 を 満た し て い 
2 


鉄鋼 輸出 入会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 普通 江 区 域 
TEL : 0085-02-18111-381-8078 

FAX : 0085-02-381-4581 
Juchemeta1@star-co. net. kp 


層 コ miilll 8 


cppiy ga ' 6 ーー ラン 
グ チム 技術 質 易 條 上 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 k 和 国 平壌 市 平川 区 装置 生産 基地 で 開発 ・ 注 文 製品 を 生産 し 、 生 産 
に 法定 住所 が ある ア チ ム 技術 質 易 会 社 は の 迅速 性 と 品質 を 保証 し て いま す 。 
2013 年 に 創立 され 、 最 近 急 速 な 発展 を 遂げ 注文 者 の 要求 に 応じ て 技術 サー ビス や 製品 の 
Mo 記 設計 、 設 置 、 施工 も 行っ て いま す 。 


キム チェ ク 


当社 は 、 電 力 ・ 電 子 自 動 化 部 門 の 強力 な 例 祥 製 補 合 企業 所 、 振 原 と メン ト 連 合 企業 
時 2 エ ーー、 有 了 す ギ が 、 未来 科 学者 通 
れ て いる 和夫 が 導き れ た 各 人 の P エ か ど 、 国 内 の 100 余 の 対象 導入 され た 当社 の 
C 工 程 制 御 盤 、 高 圧 線 路 保護 盤 、 高 圧 変圧 製品 の 技術 安定 状態 は きわ め て 良好 で す 
器 保 護 盤 、 高 圧 母 線 保 護 盤 、 低 圧 交流 動力 
盤 、 自 動力 率 補償 盤 、 電 動機 操作 艇 な どの 
設計 と 生産 を 行っ て いま す 。 

また 、 風 発電 機 、 風 力 発電 機制 御 疲 
置 、 単 チッ プ 励 磁 制 御 装置 、 単 チッ プ 調 速 
機制 御 疲 置 、 自 動 同期 投入 機 、 水 位 継電器 
な ど 、 各 種 の セン サー 変換 器 や 制御 装置 も 
開発 し て 人 民 経 済 各部 門 の 近代 化 と 人 民生 
活 の 向上 に 大 い に 寄 与 し て いま す 。 

広い 敷地 面積 に 近代 的 な 板金 、 溶 接 、 組 
み 立 て 設備 を 備え た 電力 ・ 電 子 自動 化 制 御 


また 、 受 注 サ ービス を 行い 、 高 い 品 質 と 迅速 
性 を 保証 し て いる の で 、 当 社 の 製品 の 需要 は 日 
ご 台 因 缶 ま っ QMS 刀 
当社 は 、 将 来 性 の ある 先端 科学 技術 を 開発 


し 、 製 品 の 質 を 世界 的 水準 に 高め る こと に 力 を aaa 

2 ア チ ム 技術 次 易 会 社 
人 朝 魚 民 主 主義 人 民 共 和 国 平 市 平川 区 城 
国 と の 交流 と 協力 を 深め て いま す 。 TEL : 0085-02-18111-381-6146 


FAX : 0085-02-381-4410/4416 
E-mail : atc@star-co. net. kp 


加工 品 の 輸 
貿易 と サー ビ 
め る 方 向 で 国 


し て し 


要 な 質 易 政策 で す 。 

過 ぐ る 数 十 年 間 、 共 和 国 政 大 
は 、 経 済 建設 
る 物質 的 電 要 の 大 部 分 を 国内 
産 で まかなう こと の で きる 多 理 
的 か つ 総 合 的 な 経済 構造 を 備え 
た 自立 的 民族 経済 の 物質 的 ・ 技 
術 的 土 介 を 打ち 固め 、 そ れ に 基 


発展 し て いる 朝鮮 の 技術 質 易 


Y く の は 


出 を 増やし 、 技 術 
RE を 高 


符 
と 人 民生 活 に お け 
Se 


成 な ど 、 国 の 経済 発展 と 人 民生 


活 の 向上 に お いて 


重要 な 意義 を 


持つ 科学 技術 上 の 成果 を 収め ま 


し た 。 


昨年 、 わ が 国 の 経済 は さら に 
成長 し 、 今 年 の 第 一 ・ 四 半期 の 
工業 生産 総額 6 同期 に 比 


べ て ほぼ 1.5 倍 に 
共和 国政 府 は 、 


済 の 持続 的 で 高い 成長 率 に 基づい 
て 国 の 科学 技術 全般 を 急速 に 発展 
させ る こと に よっ て 、 技 術 貿 易 の 


づい て 対外 経済 関係 を 絶え ず 発 


展 さ きせ て き 


ま し た 。 


近年 、 共 和 


時 代 の 要求 に 


人 


要 部 門 ( 


こ 主 体 


け て ] 


[ 業 の 部 


凌 し まし た 。 

チュ チェ 鉄 生産 シス テム を 
確立 レ 、 チュ 
ェ ビ ナ ロ ン の 生産 工程 を 設け る 


と と も に 、 国 
する 近代 的 な 機械 製作 基地 と 電 


国政 府 は 知識 経済 
即 し て 科学 技術 を 
せ 、 人 民 経 済 の 重 
的 な 生産 工程 を 設 
門 構造 を さら に 改 


a 


チュ 肌 料 。 チッチ 


の 経済 発展 を 保障 


比重 を 絶え ず 高め て いま す 。 


世界 的 な 競争 カカ 


核心 基礎 技術 と 、 
術 、 新 し い エネ ル 
宙 技 術 、 核 技術 な 


発 に 力 を 集中 し て v 
一 定 の 土台 が あ 


MY 
術 、 ナ ノ 技 術 、 生 物 工 学 な どの 
新しい 材料 技 


増え まし た 。 
自立 的 民族 経 


科学 教育 の 年 で ある 今年 、 全 
般 的 12 年 制 義務 教育 を 全面 的 に 
実施 し 、 全 国 各 地 に 0 
で ある 技術 高級 中 学校 を 設 
守 党 じ の の に の 
と 環境 を 一 新 し て いま す 。 

共和 国政 府 は 、 科 学 技術 分 野 
に 対す る 投資 を 増やす 一 方 、 知 的 
所 有 権 制度 を さら に 強化 し て 、 特 
許 技術 許可 貿易 、 ノ ウ ハ ツ ウ 許 可 折 


を 持つ 情報 技 


ギー 技術 、 宇 
どの 中 心 的 で 


牽引 力 の 強い 科学 技術 分 野 の 開 


9 
り 、 展 望 が 明 


る い 研 究 対象 に を 入れ 、 そ の 成 


生産 


子 ・ 自 動 化 要 素 お よび 機具 の 生 


産 基地 を 築い 
\ ま す 。 
昨年 わが 国 


人 ー メ 
隊 


次 い 
ケッ ト 


ン 地 上 噴出 試 


に よっ て 、 宇 
きく 開か れ ま 


て 先端 設備 を 自 カ 


で は 、 0 


を 整え 、 そ の 成果 ! 


錦 易 を 発展 させ て いま す 。 


工 
ン 


平壌 情報 技術 劉 


」 号 の 打ち 上 げに 
で 新型 の 静止 衛星 


鮮 強 興 技術 錦 易 会 


用 の 大 出 カ エン ジ 
験 に 成功 する こと 
宙 征 服 へ の 道 が 大 
じ 法 。 


無人 化 さ れ た モデ 
ル 生 産 シ ステ ム を 確立 し 、 超 高 
電力 電気 炉 用 


の 電極 生産 技術 を 


完成 する と と も に 、 世 界 的 水準 
の アク リル 系 塗料 生産 工程 を 設 


ける な ど 、 重 


化 、 近 代 化 、 


レラ た だ 。 


また 、 新 型 


ET8 


輸 機材 、 多 用 
械 の ロッ ト 生 
た め の 事 業 が 


要 工 業 部 門 の 主体 
情報 化 を 実現 し ま 


の トラ クタ ー と 運 
途 化 さ れ た 農業 機 
産 工程 を 完備 する 
成功 裏 に 進め られ 


チャ リョ ク 
内 「 自 力 」 ち を 建 


四 港 させ まし た 。 


に よる 塩 生産 方 法 


農業 生産 を 一 段 と 高め 
る こと の で きる 多 収 穫 品 種 の 育 
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民主 主義 人 民 共和 国対 外 貿 易 


ト 、 ア チム ょ 技術 
貿易 会 社 、 先 端 生物 工学 技術 交流 


果 を 拡大 する 方 法 で 新た な 科学 技 
術 上 の 成果 を 収め て いま す 。 

立 と 科学 研究 機関 と の 
陣 同 を 強化 する と と も に 、 各 企業 
本 が それ ぞ れ の 科学 技術 開発 陣容 


こ 基 づい て 技術 


総会 社 、 朝 


基地 を 築き 、 こ 


国家 的 な 知 的 製 
じ め 技 術 交流 市 場 
され た 知 的 製品 の 


術 研究 機関 と 各 企業 体 の 間 で 信 
意 を 見 た 価格 で 活発 に 行わ れる 


一 方 、 技 術 開 発 、 


術 譲渡 、 技 術 導入 、 


先端 技術 サー ビス 
交流 と 協力 活動 も 
て ゆい ます 。 

全 民 学習 の 大 左 
機能 化 さ れ た 科学 
心地 で ある 科学 技 
に 全国 的 な 普及 網 
技術 質 易 の 発展 に 
て いま す 。 


ソン チョ ン ガ ン 


社 、 平 壌 機械 技術 交流 社 、 城 川江 
製薬 交流 社 な ど 、 多 く の 企業 が 知 
RON SI 
の 分 野 に 対す る 投 
資 を 増やし て いま す 。 


是 展 示 場 を は 
で 、 国 に 登録 
交流 が 有 学 技 


技術 移転 、 技 
製品 開発 、 
の た め の 対 外 
広範 に 行わ れ 


堂 で あり 、 多 


技術 普及 の 中 


術 殿 常 を 中 心 
が 形成 され 、 
大 きく 寄与 し 


易 、 商 標 権 許可 質 易 、 技 術 サ ー ビ 
ス 質 易 を 活発 に 行う た め の 環 境 と 
条件 を 整え て いま す 。 

久しい 以前 に 、 朝 鮮 民主 主 
義人 民 共 和 国 発明 法 を は じ め 商 
標 法 、 工 業 デ ザイ ン 法 、 著 作 権 
法 、 原 産地 名 法 な どの 知 的 所 有 
権 に 関す る 法 が 制定 、 公 表 さ れ 
て 、 科 学 技術 に 関す る 発明 が 保 
護 、 奨 励 さ れ て いま す 。 

共和 国政 府 は 1974 年 に 世界 
知 的 所 有 権 機関 (WI PO) に 
加盟 し まし た 。 ま た 、 商 標 保護 
国際 韻 録 に 関す る マドリ ー ド 
協定 、 工 業 所 有 権 の 保護 に 関す 
る パリ 条約 、 特 許 協力 条約 、 文 
光 
スズ ス 


・ 芸 術 作 品 の 保護 に 関す る リ 
ボン 協定 な どの 国際 協約 や 協 
定 に 参加 し 、 そ れ を 誠実 に 履行 


多く の 特許 ・ 商 標 代理 所 が 設 
立 さ れ 、 特 許 技術 が 法 的 に 保護 


共和 国政 府 は 、 種 々 の 科学 技術 
分 野 で 開発 され て いる 先進 科学 技 
術 を 特許 技術 また は 技術 秘密 と し 
て 登録 し 、 そ の 取引 幅 と 量 を 増大 
させ る と と も に 、 商 標 権 、 著 作 権 
と その 隣接 権 な どの 許可 貿易 取引 
も 多様 に 行っ て いま す 。 

昨年 、 国 内 の 多く の 単位 が 大 
型 採掘 設備 、 電気 回 転機 械 類 、 
精密 機械 、 電 子 製品 、 ソ フト ウ 
寺 プ 、 医薬 品 す 生物 工学 製 昭 、 
新 材料 の 特殊 合金 製品 、 健 康 食 
品 、 運 動 如 具 な ど に 関す る 先進 
科学 技術 を 開発 し て 国 も し く は 
世界 知 的 所 有 権 保護 機関 に 登録 
し 、 そ の 輸出 を 増やし まし た 。 
今年 も 、 種 々 の 科学 技術 分 野 
で 開発 され る 先進 科学 技術 を 特 
許 技術 また は 技術 秘密 と し て 登 
録 し 、 罰 易 取引 も 多様 に 行っ て 
いま す 。 


共和 国政 府 は 、 民 族 経済 の 自 
立 性 と 主体 性 を 強化 する こと を 
基本 と し な が ら 、 他 国 の 先進 科 
学 技術 の 成果 を わが 国 の 実情 に 
即 し て いち は や く 取 り 入 れる た 
め の 技 術 錦 易 、 科 学 技術 交流 も 
活発 に 行っ て いま す 。 

また 、 商 事 、 企 業 体 、 科 学研 
完 機関 が 技術 貿易 を 円 滑 に 行え 
る よう に 、 朝 鮮 民 主 主義 人 民 共 
和 国 劉 易 法 を は じ め 技 術 輸出 入 
法 、 合 人 弁 ・ 合 作法 、 外 国 投資 最 
新 技術 導 入 規定 な ど 、 種 々 の 法 
と 規定 を 制定 、 実 施し て いま す 。 

科学 技術 研究 機関 と 大 学 が 先 
端 製品 生産 基地 を 築き 、 運営 し 
ek。 を 解決 する よ 

どる どど 。 さま ざま な 奨励 
本 Le ます 。 

情 先端 技術 開発 区 、 康 全 国 
際 グ リー ン モ デル 区 な どの 経済 
開発 区 で は 、 先 端 科学 技術 を 取 
り 信 れる た め の 特 上 制度 を 実施 
し 、 有 利 な 開発 環境 を 整え る た 
め の 事 業 が 本 格 的 に 進め られ て 
いま す 。 

経済 開発 区 に 先進 科学 技術 や 

近代 的 な 生産 設備 を 取り 入れ る 
外国 投資 企業 に 特別 な 待遇 と 有 
利 な 税制 、 土 地 利用 制度 、 人 員 
と 物資 の 搬出 ・ 搬 入 制度 な ど を 
実施 する 特恵 的 な 法 や 規定 を 制 
定 す る と と も に 、 必 要 な シス テ 
ム を 確立 し 、 機 構 を 設 ゆめ 

朝鮮 労働 党 第 7 回 大 会 
近い 将来 に 総 人 的 科学 技術 力 に 
お いて 世界 の 先進 国 の 隊列 に 堂 
々 と 加わ る こと を 科学 技術 発展 
の 基本 目標 と し て 掲げ 、 科 学 技 
術 と 生産 が 一 体 化し 、 先 端 技術 
PU こ お い て 主導 的 

割 を 果たす 知識 経済 強国 を 
時 生き の こい の 
ち 出 し まし た 。 

共和 国政 府 は 今後 も 、 科 学 技 
術 発展 の 世界 的 超 雷 に 0 


絡め E 般 を 急速 に 発展 さ 
、 多 様 な 技術 質 見 を 潤 先 に 行 

うこ と に よっ て 対外 経済 関係 を 

発展 させ る で し ょ 2 う 5。 


人 民 経 済 大 学 質 易 経済 学 
講座 長 ・ 院 士 候 補 ・ 教 授 ・ 博 士 
チョ ・ チ ャ ンジ ュ ン 


0 軸 汽 の 効 府 を 高め る 


> た ご こ = デコ 


CSUUDOSSBHI7SJISINGP2 シ ンク シグ ジー っ ナ イト 


を 機関 車 や 


ラッ ク 、 発 動機 、 発 電機 に 候 区 燃料 油 に 0.05 


0.1% 添 加 す れ ば 、 ガ ソリ ン は 5.9% 以 較 ア ディ ー ゼ ル 燃 
料 油 は 7. 1% 以 上 節約 で きま す 。 
この 添加 剤 は 、 ん 20 


を 防止 し 、 清 浄 作 用 を する の で 、 機 関 の 寿 偉 を 延ばす こ 
MEG きま の 2 

また 、 排 気 ガ ス に 含ま れ て いる 有 審 物質 間 雇 諸 著 し く 減 
ら し ます 。 

強 興 技術 貿易 会 社 E 
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ーー ザ 


近 寺 妥 


ー こ へ: 
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ラッ ンプ マゲ ダダ / 


リュ ギョ ン 

柳 京 キム チ 工 場 は キム チ 生 産 の 工業 化 、 科 学 化 が 完 
快 に 実現 きれ て いま す 。 
工場 で は 、 民 族 伝統 食品 で あり 、 世 界 5 大 健康 食品 
の 一 つと され て いる キム チ と 野菜 の 加工 品 を 生産 し て 
083lo 奈 

工場 の 年 間 生 産能 力 は キム チ 2000 余 トン 、 そ の 他 の 
漬物 2000 余 トン 、 キ ノコ の 加工 上 品 200 余 トン で す 。 
統合 生産 シス テム を 構築 し 、 生 産 の 手配 と 経営 活 
動 、 品 質 管 理 を 情報 化 、 科 学 化し まし た 。 ま た 、 す べべ 
て の 生産 工程 が 自動 化 、 流 れ 式 化 さ れ て いま す 。 
白菜 自動 供給 機 、 大 根 自動 供給 機 、 カ クト ッ ギ 切断 
機 、 容 問 洗 浄 機 、 薬 味 供給 機 、 真 空 包装 機 な ど 、 近 代 
的 な 設備 を 整え て いま す 。 

生産 工程 と 廊下 が 遮断 され て お り 、 発 酵 室 と 熟成 
室 、 包 装 室 が 完成 工程 と 一 つ に つなが っ て お り 、 生 産 
環境 の 無菌 化 、 無 塵 化 が 保障 され て いま す 。 

キム チ 総 合 分 析 器 を は じ め 先 端 分 析 設 備 を 備え て 製 
品 の 質 と 安全 性 を 保障 し て いま す 。 

工場 で は 製品 の 指標 を 多様 に 定め 、 生 産 方 法 を 科 
学科 、 標 準 化 し て 自 薬 の 丸 漬け キ を ムチ 、 ソ ッ パ クキ ム 
ペク ーー( 自 ) り キム 学 チョ ンカ ガ カー ネム 、 絢 児 栄 馬 
AI ショ SOON の の クン ドク 
ギ (大 根 の 角 切 り 漬け ) 、 大 根 漬 け 、 ヒ ラ タ ケ 漬け な 
ど を 生産 し て いま す 。 
白菜 の 丸 漬け キム チ に は ビタ ミン C を は じ め 各 種 の 
天然 ビタ ミン と 必須 アミ ノ 酸 、 微 量 元 素 が 多く 含ま れ 
て お り 、 さ わ や か な 味 と 独特 の こく が 消費 者 の 皆様 に 
受け て いま す 。 

邊 放し 中 に Gi 人 認 ニー ツン シ ポ ニ ニ ン ク に 2 語 2 
RNN の 2 の 2 ン ョ 2 則 に 2 ンク (180 GO 

老人 や 幼児 が 好む ベク キム チ は 、 ト ウ ガ ラ シ を 使わ 


な い の で 刺激 性 が な く 、 調 和 の と れ た 味 が 食欲 を 
で で 1 明 ま つ 思 
さく さく し た 歯 ざ た え の カ クト ッ ギ は 、 発 酵 の 
産物 の 調和 に よっ で 、 よ い に お い が し 、 こ く が あ 
のり 5 まま は 
ンチ ミ (大 根 漬け キム チ ) は 、 さ わ や か な 味 
と さっ ぱり し た 味 を 兼ね 備え て お り 、 そ の 汗 は 飲 
料 や 冷 麺 の 汁 に も 利用 で きま す 。 
キム チ は 、 ビ タ ミ ン と 鉱物 質 、 健 康 に よい 菌 を 
多く 含み 、 消 化 を 助け ます 。 繊 維 質 の 豊か な 低 脂 
肪 食品 で 、 閣 細胞 の 成長 抑制 に 特 効 が ある の で 、 
近年 、 関 心 と 人 気 が ま すま す 高 まっ て いま す 。 


工場 で は 生産 工程 を さら に 合理 的 に 改善 し 、 
工業 化 の 水準 を 不断 に 高め て いま す 。 


MM 
柳 京 技術 交流 社 抽 了 『 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 大 同 江 区 城 
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国 


対外 質 易 


有り ま GND 


ビ ピロ ツノ バ 、 


朝鮮 
な 人質 易 活 動 
総会 社 は 


服 を は じ 


( 
さき 


総会 社 


総会 社 は 、 強 固 な 物質 的 ・ 技 術 的 土台 に 依拠 し て さま ざま 


を 行う 国家 質 易 機関 で す 。 

、 近代 的 な 設備 を 備え た 傘下 の 数 十 の 梓 服 工場 で 高級 既製 
各種 の 被服 製品 と メリ ヤス 製品 を 生産 する と と も に 、 ョ ヨー 
ジア 族 国 と 被服 受託 加工 貿易 を 行っ て いま す 。 


反 え ず 変 わる 国際 市 場 の 需要 に 応じ て 、 こ れ ら の 工場 に 


お ける 技術 革新 、 生 産 の 柔軟 性 の 
保障 、 品 質 の 改善 に 大 き な 関 心 を 
払っ て いま す 。 

先進 技術 も 積極 的 に 取り 入れ 
て 、 多 様 で 独特 な 被服 製品 を デザ 
1 ン 人 則 て U 層 すす 。 

第 25 回 世界 発明 ・ 新 技術 試製 品 
展示 会 に 出品 し て 賞状 を 授与 され た 
平常 服 と 懇 会 服 を は じ め 既 製 服 、 子 
供 服 、 運 動 服 、 綿 入れ 及び アヒル 毛 
入れ 冬 服 、 メ リヤ ス 服 、 ニ ッ ト ウ エ 
ア 、 ア ラブ プ 民 族 服 な ど は 、 最 高 の 品 
質 と 迅速 な 納入 に よっ て 消費 者 の 間 
で 好評 を 博 し て いま す 。 

安定 し た 生産 性 、 品 目 の 拡大 、 
新 製 品 の 開発 は 総会 社 の 一 貫 し た 
経営 戦略 で す 。 

傘下 の 准 火 石鹸 工場 で は 、 統 合 
生産 管理 レス テム を 構築 し 、 能 率 的 
か つ 効 率 的 な 生産 活動 に っ 
と 洗濯 剤 を 多量 生産 し て いま す 。 

2 上 (220 07RUR の 0 
いた 良質 の 炭 ) 石鹸 」「 サ ルキ ョ 

(米ぬか ) 石鹸 」 な ど は 肌 を 柔軟 
(0 還 つ 0 の / だ IUCN 
肌 の 老化 を 防ぎ 、 に きび を な くす 
機能 性 石鹸 で あり 、 特 に 女性 の 間 
で 人 気 が あ 切 組 。 

平壌 チュ ー イ ン ガ ム 工 場 で は 、 
近代 的 な 設備 と 生産 ライ ン を 備え 
KEIIIN ジン シク クレ 2 シャン 
'o ラ た ョ ー イ ジ と 導 を 全盛 し で めい 


また 、 口 腔 疾病 の 予防 に 効果 が 
ある 機能 性 チェー イ ン ガ ム や 無 糖 
0 


熟成 、 成 形 、 本 の 
程 を 完備 し て 各種 の 緩衝 包装 材 や 
包装 容器 を 生産 し て いま す 。 

これ ら の 製品 は 保温 性 、 保 准 
性 、 緩 衝 作 に すぐ れ て いる の で 、 電 
の 1 土産 の 農産 物 な ど 


装 に 広く 利用 され て いま す 。 

SA 磁 鉄 鉱 や 硫化 モ 朝鮮 准 火 総会 社 

リプ デン 鉱 な どの 精 鉱 、 エ ゴマ や 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平 震 市 中 区 城 

ワラ ビ な どの 土産 の 農産 物 、 朝 鮮 TEL : 0085-02-18111、18222、18333 (Ext. 341-8023、8170) 
東海 、 西 海 の 具 や カニ 類 、 タ コ 、 FAX : 0085-02-381-4410 (4416, 4427, 2100) 
イカ な どの 海産 物 の 加工 品 も 輸出 E-mail : ponghwa@silibank. net. kp 

し 官 人 慰 。 

0 E は 、 互 恵 、 実 利 
の 原則 に 基づい て 世界 各国 の 会 社 


と の 協力 を 深め て いま す 。 


平壌 穀物 加工 工場 で は トウ モロ ュ コシ を 主 材料 
と する 各種 の 食品 を 生産 し て いま す 。 

発展 する 現実 の 要求 に 即 し て 生産 の 物質 的 ・ 
技術 的 土台 を 強化 する こと に 主力 を 傾注 し て き 
た 工場 は 、 こ の 度 改築 され て 近代 的 な 食品 工場 
(OU 

工場 で は 、 朝 鮮 で 広く 栽培 され て いる トウ モ 
ロコ シ で 糖 を 生産 する トウ モロ コシ 糖 生 産 工 
程 、 ト ウ モ ロコ シ 加 工 工程 、 水 館 生 産 工程 、 菓 
子 生産 工 程 、 キ ャ ン デ ー 生 産 工 租 など 、 す べ て 
の 生産 工程 の 自動 化 、 流 れ 式 化 、 無 菌 化 、 無 麻 
化 を 高い 水準 で 実現 する と と も に 、 統 合 生産 シ 
ステ ム を 構築 し て 労力 を 人 約 し な が ら も 生産 性 
6: NII 

また 、 材 料 か ら 製 品 に 至る まで 厳格 な 品質 検 
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シチュー ドド に ウ ク モ ピ ミョン 月 
粉 な どの 食品 、 そ れ に 楽 用 ぶどう 糖 な 


学 的 ・ 衛 生 学 的 要求 を 十分 に 満た し 


査 シ ステ ム が 確立 し 、 製 品 の 安全 性 が 保障 され 
3 
トウ モロ コシ を 主 材料 と する 種々 の 菓子 ペ 


天然 材料 を 加え て 作っ た オレ ンジ 選 語 議 


ー ツ キャ ン デ ー、 イ チ ゴ ドロップ な 較 
く て 栄養 価 が 高い の で 好評 を 得 て い ま 重 


工場 で は 、 トウモロコシ の 加工 過程 ! 


料 ( 邊 白 代用 鍋 料 ) を 生産 する 工程 も 設 
管理 に お いて 最大 の 実利 を ? 敵 ONEd 
製品 ョ の 販売 は 平壌 精 果 禄 易 会 社 
(083 


産物 で 相 看 白質 、 炭 水 化物 、 相 繊維 を 合計 


け 、 経 営 


SN 


平壌 糖 果 質 易 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 船橋 区 域 = 
TEL : 00850-02-18111-999 (8597) 

FAX : 00850-02-381-4681 

E-mail : mfdi@star-co. net. kp 


ーーーー* 


5 な は an4 


= 
6 
し ムジ スズ ス 
景色 の よい 平壌 の 紋 生 峰 の ふ 
も と に ある 先端 生物 工学 技術 交流 
社 で は 、 世 界 的 競争 力 を 持つ 知 的 
0 ま の 技術 サー ビ 
、 販 売 を 行っ て いま す 。 
人 ee 列 分 析 技術 、 生 物 小片 
設計 ・ 製 作 及 び 検 査 、 核 酸 及 び 邊 白 
質 分 離 ・ 精 製 技 術 、 優 良品 種 の 動物 
育成 技術 、 経 済 植物 の 組織 培養 技術 
な ど 、 先 端 生物 技術 サー ビス の 領域 
は 非常 に 広い と 言え ます 。 木 の 組 織 培 養 苗 の 多量 生産 工程 と ドン) ン な 内) や や 健康 食品 は 
交流 社 が 開発 し た 丈 の 低い リン 貞 密 植田 画 栽 培 に よる 苗 生産 方 法 発育 を 促進 する の で 人 気 を 呼ん 
ゴ の 木 の 台 木 及び 接ぎ 穂 品種 の 組 な ど は 、 果 樹 栽培 業 分 野 で 好評 を GO 
織 培 養 技術 、 分 子 標識 選 度 に よる 芋 し て いま す 。 先端 生物 工学 技術 交流 社 は 、 
丈 の 低い リン ゴ の 木 の ウ イル ス 検 また 、 生 物 工 学 技術 を 利用 し て 世界 各国 と 信用 を モッ トー と すず す 
定 方 法 、 丈 の 低い リン ゴ の 木 の 台 "カン ゾウ 、 ミ シマ サイ コ な どの 経 る 技術 サー ビス 、 技 術 移転 、 半 
まま 済 植物 も 多量 に 生産 し て いま す 。 術 開 発 の た め の 共 同 研究 や 学術 
d 特に 、 交 流 社 が 製造 し た 「 タ 交流 を 活発 に 行っ て いま す 。 
* ン ビ 」 ブ ラン ド の 各種 の 生物 工学 
1 こ 薬品 ( 抗 血栓 保養 剤 、 脳 血栓 注射 和 
9 2 7 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平 壌 市 
場 免疫 治療 剤 、 発 育 促進 剤 、 イ ン 人 同定 区 城 
TEL : 850-2-18111-381-6133 
FAX : 850-2-381-2100 
E-mai] : CDSM@star-co.net. kp 
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電力 負荷 自動 制御 装置 記 


サナ ン ョ ン 合 旬 会社 io 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 平川 区 域 
FAX : 850-2-381-4410 

E-mail : syjvc@star-co. net. kp 


| 


電力 負荷 状態 を 自動 的 に 監視 、 制 御 する 装置 で す 。 
電力 限度 量 遠隔 制御 機 と 電力 交差 制御 機 か ら な る この 装 同 に 
量 の 変化 を 自動 制御 また は 遠隔 制御 する こと に よっ て 、 2 
力 を より 効果 的 に 利用 で きる よう に し ます 。 

この 装置 は 、 電 圧 、 電 流 、 力 率 、 有 効 電力 、 周 波数 、 電 流 制 御 限界 、 
電力 制御 限界 な ど を 測定 表示 し 、 制 御 し ます 。 


使用 電圧 (V) : 80 て 220 
使用 周波 数 (Hz) : 40 て 60 
測定 精密 度 (%) : 0.5 以 下 


体力 増進 会 社 が 開発 し た 丁 香 複合 菌 は 種々 の 乳酸 菌 丁 春 複 合 菌 カ ル シ ウ ム 栄 養 粉 末 は 、 骨 粗 症 、 精 
か ら な る 複合 乳酸 菌 群 で あり 、 物 質 代謝 の 過程 に 種々 尿 病 、 高 脂 血 症 、 ス ポー ツ 選 手 の 栄養 補給 、 特 に 子 
の 有機 酸 、 ビ タ ミ ン B 群 、A、C、E、PP、 ア ミノ 酸 、 酵 バ 


素 、 ベ プチ ド な ど 、 健 康 と 長寿 に よい 生理 活性 物質 、 この 製品 に は 丁 香 複 合 菌 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム 、 肖 粉 
天然 抗生 物質 を 多量 に 生成 し ます 。 な ど が 含ま れ て お り 、 物 質 代 謝 の 過程 に 多量 の 有機 
] 香 複合 菌 を 日 常 的 に 服用 する と 、 子 供 や 青 壮 酸 と アミ ノ 酸 を 生成 し て カル シウム の 吸収 に 必要 な 


年 は も ちろ ん 老人 に 至る まで 、 腸 内 細菌 叢 が 正常 化 条件 を 十分 に 整え ます 。 

し 、 消 化 吸収 率 と 解毒 機能 が 高まる の で 、 種 々 の 疾 ラク トバ チル ス ・ ラ クト ー ゼ な ど 10 余 種 の 乳酸 菌 

病 の 予防 と 治療 に 効果 が ある だ け で な く 、 老 化 を 防 _ が 含ま れ て いる 丁 香 複合 菌 栄養 粉末 は 、 消 化 問 系 統 

花 し 主 ず > 疾患 、 急 性 及び 慢性 小腸 大 腸炎 、 膝 臓 炎 、 腎 臓 機能 
障害 なお ど に 特 効 が あり ます 。 


丁 香 複合 菌 発酵 飲料 は 、 ジ ャ ガイ モ と サツマ イモ 
査 復 合 責 で 発酵 させ て 作っ た 理想 的 な 天然 健康 


「 を きれ い に し 、 口 臭 を な くし 、 


ヨ 民 共和 国 平壌 市 株 内 

・ 0085-02-18111-8544 

[ 0085- 02-381-4410 
mnbog5110star-co. net. kp 


較 
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大 同 江 家 具 工 場 


70 年 近く の 歴史 を 持つ 大 同 江 家 具 工 場 は 生産 と 
販売 、 受 注 サ ービス を 行っ て いま す 。 
製材 、 乾 燥 、 加 工 、 組 み 立 て 、 研 磨 な どの 各 生 
産 工程 に 移動 式 水平 製材 機 、 蒸 気 熱 風 式 乾 燥 炉 、 
自動 直線 結束 機 、 真 空 圧 捧 式 曲面 単 板 プ レス な ど 
の 機械 設備 を 完備 し 、 ド ア 類 、 テ ー ブ ル 類 、 収 納 
具 類 、 机 類 、 椅 子 類 な ど 、 各 種 の 家庭 用 家具 、 
務 用 家具 、 サ ービス 用 家具 を 生産 し て いま す 。 
家具 の デザ イン の 標準 化 、 規 格 化 を 実現 し 、4 
産 を 厳格 な 品質 管理 規定 と 基準 に 基づい て 行う こ 
と に よっ て 製品 の 質 を 保証 し て いま す 。 

工場 で は 、 ハ リ ギ リ や シナ ノ キ な どの 木目 を 生 
か し て 堅 定 で 品位 の ある 家具 を 作る 伝統 を 堅持 す 


由 計 


W 各 


Ii 


る と と も 二 生 痢 証 引 の 通 代 化 を 
で 軽量 化 さ れ た 新型 の 家具 を 大 量 
は 


た 、 ee)I9N ES 


推進 し て 多様 
に 生産 し て い 


便利 性 と 美学 性 を 優先 さき せる 原則 を 具現 し 


な 大 同 江 家 具 


工場 の 製品 は 日 に 日 に 需要 が 高まっ て いま す 。 


大 同 江 家 具 技術 交流 社 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 船橋 区 


TEL : 850-2-18111-341-8687 
FAX : 850-2-381-4410 
E-mail : dutyfree@star-co. net. kp 


地 で す 。 


Mo IE 
機 太 び 有 機 化学 製品 を 


ナ ロ ン 連合 企業 所 は 、 ビ ナ ロ ン を は じ め 無 


企業 所 で は 、 原 料 、 燃 料 、 資 材 の 供給 を 先行 
せ 、 生 産 の 手配 と 設備 管理 、 技 術 管 理 を 綿 審 に 行 


科大 区 


紡績 用 


ビ ナ ロ ン 並 繊維 は 引 引 
以上 の 帯状 の 繊維 で す 。 
固体 で ある カー バイ ドド は アセ チレ ン 発 生 


灰色 の 
が 270L/kg で す 。 

この ほか に も 、 ラ 基礎 化 学 
酸 な ど 数 十 種 の 中 間 製 品 
国 の 経済 発展 と 人 


KUY ら 2 
に あり ま 


て 各 工 程 間 の 生産 的 周 


カカ を 入れ て 、 酢 酸 の 4 
国産 化す る と と も に 
ソー ダ の 4 


楽 、 ポ リ 塩 化 


ジ TL 業 の 指 体 


E 係 を 密 に し て いま す 。 


E を さら に 推進 し 、 化 学 製 


生産 の 国産 化 の 比重 を 高め る 上 で 意義 が ある 研究 
E 産 に 不可 欠 な 触媒 剤 の 生産 


還 還 2222 IS の し i 人 店 
E 産 を 高い 水準 で 正常 化し て いま す 。 

製品 の 質 を さら に 高め 、 HEMERr 
め 、 製 品 の 種類 を 増やす た め に 努力 を 重ね て いま す 。 
企業 所 が 生産 し て いる 


代表 的 な 化学 A 品 は 、 ビ 


芝 2 凍 220 バ ( ド 還 本 時 用 四 カ クレア ルレ ラン 
酢酸 、 芋 業 用 酢酸 ビニ ル 、 可 竣 剤 、 分 散 染 料 、 農 
紀 雪 ルル 人 過 で す 。 


ビ ナ ロ ン 綿 は 繊維 長 が 38mm、51mm で あり 、 


3 吉 俳 うた 四 ジ 巡 記 答 
る 主 


度 4 5 散 d 輔 アセ チル 化 度 33 土 5mo19%%、 繊 度 1. 8D で す 。 


長 り 強 さ 7.0g/d、 自 色 度 75 


無 


生産 する 国 の 総合 的 な 化学 基 


の) 


品 
に 
1 


低 


= 


強 
応 


% 


品 と し て 茶 性 ソー ダ や や 考 


と 加工 品 を 生 産 し て いま す . 


合 企業 所 は 上 成 鏡 南 道成 興 


民生 活 の 向上 に 大 きく 寄与 し 


市 


朝鮮 化学 貿易 会 社 が 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 東大 


TBL : 850-2-18111-381-8974 
FAX : 850-2-381-4410 
E-mail : hwahak33@star-co. net. kp 


平壌 は 悠久 の 歴史 と 輝かしい 文化 を 誇る 都市 で す 。 電 
朝鮮 の 最初 の 古代 国家 で ある 古 朝 鮮 と 最初 の 封建 国家 で ある 高 句 肛 
の 首都 で あっ た 平壌 に は 、 わ れ わ れ の 祖先 た ちの 卓 抜 し た 創造 的 才能 
と 英知 を 示す 遺跡 ・ 遺 物 が た くさ ん あり ます 。 

人 類 発祥 の 地 で ある 平壌 の 悠久 の 歴 喝 を 示す 旧 石 器 時 代 、 新 石器 
時 代 、 青 銅器 時 代 の 遺跡 ・ 遣 物 と 、 古 代 、 中 世 の 発展 し た 文化 と 政 
治 、 経 済 、 軍 事 な ど 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の 歴史 的 内 容 を 反映 し た 文化 
的 財宝 が 平壌 一 帯 に 広く 分 布 し て いま す 。 

平壌 の 歴史 遺跡 は 主 に 王 陵 、 城 壁 、 城 時 、 楼 闘 ・ 亭 、 寺 、 書 院 な 
ど で す が 、 そ の 中 で も 多く を 占め る の は 高 句 届 時 代 の 遺跡 で す 。 

平壌 の 郊外 に は 構 君 陵 ( 十 朝 鮮 を 建て た 朝鮮 民族 の 始祖 で ある 槽 
君 の 墓 ) と 高 句 豚 始 祖 主 の 墓 で ある 東明 王 陵 が あり ます 。 

_ 牡丹 蜂 一 帯 に は 、 高 句 慌 時 代 の 城井 や 城 長 、 城 旦 で ある 転 錦 門 、 


だ ノル ミル 
3 
K 


玄武 門 、 ト ン ア ム 門 、 七 星 門 が あり 、 平 壌 8 景 と 称 さ れ て いる と 窒 


台 、# 類 楼 な どの 楼 関 も あり 3 


2 の 
2E ど 、 NN 2 


ヨ 


られ た きも あり ます 。 
高 休 肪 の 建築 術 は 高 具 


平壌 に は 、 東 明王 陵 の 定 


朝 魚 
シイ シン 
高 机 末期 の 建築 術 を 示す 賑 


記 堂 、 龍 績 山 の ふ も と に ある | 


リョ ング 


た 大 同門 、 普通 門 、 練 光 


平壌 の 歴史 遺跡 は 、 朝 儲 


E ナ 。 
築 か れ た 大 城山 城 と 20 余 の 城門 跡 、 MNO 


封建 王朝 8 


陵 寺 、 金 則 寺 、 大 城山 の 広 法寺 、 龍 岳山 の 


寺 代 に さら に 
殿 、 朝 鮮 封建 王朝 時 代 に 槽 者 と 東 


光大 さ れ ま し た 
月 至 の 法要 を 営ん だ 


% ジ と リ ミ 
吉 


フ で に 


高 名 肛 時 代 に 誠 


リョ ン 


龍谷 書院 、 
亭 な ど は 民族 建築 の 
今 も 名 勝 古跡 と し て 有名 で す 。 


画 旬 
月 秀 さ が 集 約 さ れ て 


き 時 代 に 建て られ 高 諾 、 
いる 遺跡 で あり 、 


の まま 保っ て お り 、 世 界 文化 の 宝庫 を 豊か に 


朝鮮 国際 旅行 社 


E 壌 


アン 日 ン 2 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 3 


市 万 最 台 区 城 


TEL : 0085-02-18111 (ext) - 個 誠 =8375 


FAX : 0085-02-381-4516 


E-mai] : kitc-1@si]ibank. 画 


りー 


胡 鮭 封建 王朝 時 代 に 昌 
当代 は も と より 


労働 常 の 民族 文化 遺産 保存 政策 に よっ て 、 長 い 歳 月 が 流れ て も 元 の 次 


ュー ャ ー ト mrmwmmmr キョ 


殿 な どの 


先 興 食 品質 易 会 社 3 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 万 景 台 区 域 
TEL: 0085-02-18111-341-8266 

FAX: 0085-02-381-4410 

E-mail: sonhung@star-co. net. kp 
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ン ヤ ン ン ン フン 
平壌 市 万 景 台 区 域 に ある 先 興 食品 工場 で は お いし く て 栄養 価 の 高い 食品 を 生産 し て いま す 。 


生産 環境 の 無人 化 、 無 菌 化 が 高い 水準 で 実現 され 、 統 合 生産 シス テム に よっ て 運営 され て いる 工場 
(C は am アイ スク リー ニーム 居 際 シロップ 、 条 キャ ン テ アー バン 麺 、 泊 な どの 失 産 上 租 が あり ます 

CNC 設 備 を 生産 現場 に 合理 的 に 配置 し 、 小 さい 生産 面積 で 最大 限 の 実利 が 得 ら れる よう に 、 生 産 工程 
が 高度 に 集約 化 、 流 れ 式 化 さ れ て いま す 。 

工場 で は 、 製 品 の 種類 を 増やし 、 生 産 を 正常 化す る と と も に 、 フ ルー ツ パ ン 、 種 々 の 菓子 、 コ ー ヒ 
ー・ キ ャ ン デ ー、 種 々 の 栄養 カン ジョ ン 、 栄 養 ゼ リー な ど 、 健 康 を 増進 させ る 機能 性 食品 の 開発 に カ 
GO 

2 ララ め の め (ジーク バシ ナツ メー ミン 人 当 の 久作 串 を < (作ろ (ラク ルー ツタ パシ と ガ ョ ウレ シン ョ ( ョ ゆみ の 
実 、 ク ルミ 、 ゴ マ な ど を 加え た 種々 の 菓子 は 、 風 味 が 独特 で 、 栄 養 価 が 高く 、 疲 労 回 復 を 助け る 、 誕 
も が 好む 栄養 食品 で す 。 

栄養 ゼリー に は 、 心 臓 血管 系 統 を 強化 し 、 胃 液 の 分 泌 を 促 進 させ る アロ ニア の 実 と 桂皮 が 含ま れ て いま す 。 
自 炒 証 mE も ロ ョ ミン ビニ リッ ノンノ くく 人 つう だ で 但 く の 朱 生 カン ンション は 上 化 全 系 馬 き 人 及 
環 器 系 統 に よい 食品 で す 。 

工場 で は 、 先 端 分 析 設 備 に よっ て 原材料 と 製品 の 栄養 学 的 ・ 衛 生 学 的 分 析 と 検査 を 厳格 に 行い 、 製 
品 の 質 と 安全 性 を 保証 し て いま す 。 

工場 の 多く の 製品 が 国内 最 優秀 製品 と し て 登録 され て いま す 。 


ee 民主 主義 人 民 共 和 国 対外 貿 易 
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朝鮮 民芸 連合 商社 の 民芸 展覧 室 で は 民族 文化 
遺産 で め ある 民芸 品 を 展示 する と と も に 、 そ の 販 
売 や 人 朋 っ いま の 。 
展覧 室 に は 、 朝 鮮 画 な どの 美術 作品 、 高 諾 
磯 問 を は じ め 石 工芸 、 木 工芸 、 金 属 工 芸 、 編 組 
み 工 芸 、 手 工芸 な ど 創 作 技法 が 独特 な 工芸 品 、 
真 鍛 の 器 類 、 民 族 楽 器 、 宝 石 細工 品 、 記 念 バ ッ 
ジ 、 各 種 の 切手 、 古 画 の 模写 品 な ど が 展示 され 


od 
コ = 
ゴ 
ィ 


め の 見 本 展示 場 と し て も 利用 され て いま す 。 


康 補 国 際 グ リー ン モ デル 区 


時 は 、 土 壌 条件 が 農作物 の 栽 輸出 され て いま す 。 

に 有利 で で 、 海 上 葉 魚 、 湾 水 基 条件 が ツマ イモ を は じ め 各 種 の 農作物 が よ 
PSNR く 出 来る 無 公害 地帯 な の で 、 農 産 と 音 産 
ル 区 を 設け る 計画 を 推進 し て いま す 。 の 嘩 状 循環 生産 システム 試験 基地 、 有 機 

グリ ー ン モデ ル 区 は 黄海 南 道 の 南部 か 農産 物 の 生産 ・ 加 工 基地 と し て の 展望 が 

へ 延び る 半島 地域 で ある 康 件 郡 の 邑 明る いと 言え ます 。 

直し て お り 、 面 積 は 3.5 余 潮 力 や メタ ン ガ ス を 利用 する 自然 エネ 


ら 

の 西南 地区 に 位 
還 で す 。 ルギー 環境 保護 技術 及び グリ ー ン 産業 技 
康 伯 郡 の 邑 の 中 心 と つなが り 、 郡 の 東 術 の 研究 ・ 普 及 基地 を 開発 し 、 観 光 サ ー 


南北 を 結ぶ 道路 が 集中 し て お り 、 次 洲 臭 『 ス 基地 を 灯 設 する 也 定 で す 。 


二 ピ 開発 方 式 に は 、 朝鮮 側 の 当該 企業 と 外 
と 装い 昌 を る 針 が 時 、 導 役 が 共 同 で 人 人 業 を 、 ま 
洲 、 南浦 と つなが っ て いま す 。 た は 外国 人 投資 家 が 単独 で 開発 企業 を 設 
_ 地形 も 大 方 が 平地 と 丘陵 な の で 物資 の 立 し て 開発 を 行う 方 式 が あり 、 開 発 期間 
上 出 ・ 搬 入 に 有利 で す 。 は 50 年 で す 。 

康 件 郡 に は 数 十 の 貯水 池 と 利用 可能 な 現在 、 モ デル 区 総計 画図 が 完成 し 、 投 資 


8000 余 ヘクター ル の 浅海 養殖 面積 が あり 、 家 た ちの 現地 調査 が 行わ ん て いま す 。 
ナマ コ 、 アワビ 、 貝類 、 コ ンプ 、 ノリ 、 ガ 

ザ ミ 、 ヒ ラメ な どの 水産 資源 が 豊か で 、 故 朝鮮 経済 開発 協会 テ ド ン ガ ン 

殖 に 有利 な 海上 条件 と きれ いな 海洋 生態 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 大 同 江 区 域 


に TEL : 850-2-381-5912 
境 を 備え て いま す 。 FAX : 850-2-381-5889 


現在 、 浅 海 養殖 の 生産 物 は 海 洲 港 か ら F-mail : sgbed@star-co.net.kp 


清 準 郊 済 開発 区 


当 ) 


消 当 経 済 開発 区 、 機 械 抽 9 寺 か で 工業 用 水路 が ある の で 用 水 の 供 
作 、 侍 材 二 和 II 人 き に 有利 で あり 、 輸 城 川下 流 に 堆積 し た 無 
上 ・ 入 来 を と し 生生 の DI あの の 伸介 し の 


する 中 継 輸送 に よる 貿易 を 行う 経済 開発 区 ませ ん 。 
で 3 地形 は 海抜 7 て 10m で 、 大 部 分 が 勾配 1 度 

開発 方 式 に は 、 朝 鮮 の 当該 企業 と 外国 未満 で あり 、20 度 未満 の 傾斜 地 は 29% ほ ど 
人 投資 家 が 合弁 開発 企業 を 設立 し て 開発 す で す 。 


る 方 式 と 、 外 国人 投資 家 が 単独 で 開発 企業 開発 区 の 南里 地区 に は 、 大 規模 鉄 冶 
を 設立 し て 開発 する 方 式 が あり 、 そ の 期間 例 基 地 で ある 金策 製鉄 連合 企業 所 で 生産 さ 
は 50 年 で す 。 れる 鉄製 品 を 利用 する 金属 二 次 、 三 次 加工 
開発 区 は 成 鐵道 の 当 洪 に 近い 清 当 市 製品 生産 基地 を 建設 する こと に な り ま す 。 
松 坪 区 域 月 清里 南里 、 還 城 洞 の 一 部 に また 、 月 清里 と 輸 城 油 の 一 部 の 地区 に 
朝鮮 民芸 連合 商社 位置 し て お り 、 開 発 面 積 は 約 5. 4kWW で す 。 は 、 殺 南 大多 機械 連合 企業 所 、 清 津 バ スエ 
赤 民 主 主義 人 民 共和 和 国 平 市 中 区 城 開発 区 は 清 津 港 か ら は 約 5km、 会 軍国 境 場 、 清 津 化学 綿 維 工場 を は じ め 各 工場 、 企 
TEL : 00850-02-18111-341-8079 7 の ポン 業 の 製品 と 、 南 夕 里 地区 で 生産 され る 金 
FAX : 0085-02-381-4410 栓 豆 か ら は 和 92m、 南陽 国 志 橋 豆 か ら は 約 用 0 用 を 家 し て 清和 、 人 
E-mai] : kmgc@star-co. net. kp 96km、 豆 満 江 駅 か ら は 約 127km、 漁 婦 空 港 ゞ 、 2 セッ 0 3 
か ら は 約 56km の 所 に ある の で 物資 の 根 出 ・ 凡人 rh 0 
較 二 品 、 電 子 設備 、 叶 
アブ ” NR rk の 生 導 輸出 加 天地 を 築く こと に 
1 . ョ 還 平壌 一 豆 滴 江 間 、 平 壌 一 茂 な り ま す 。 
< 0 6 間 、 平 壌 一 机 電 の 鉄 着 が 家 フ じ て お り 、 能 開発 区 は 、 0 を 利用 し て 清 津 一 基 
ーー 1 圭 洗 - 目 る 文 午 
力 が 大 き な かおる の で 哲人 質 山間 、 清 津 陽 間 の 鉄道 を 経 する 貨物 
ae 物 答 に 有利 で す ,。  。。。 中 失 答 送 と 保税 加工 近 易 を 発展 させ 、 開 人 
『 愉 また 、 開発 区 は 清 津 一 津 間 、 清 津 区 周辺 の か な 科学 技術 資源 に 依拠 し て 技 
トン 間 、 清 津 一 会 宙 問 、 清 津 一 茂山 間 の 道 条 集 約 昔 工業 の 比重 を 高め る 方 向 で 建 
異 間 、 清 津 一 会 軍 間 、 清 津 一 誠 山 聞 の 世 設 さ れる こと に な り ま す 。 


路 と つなが っ て いま す 。 
国際 通信 に 必要 な 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 
と 移動 通信 網 も 構築 され て いま す 。 スム 
開発 区 の 近く に 清 津 火力 発電 所 が ぁ る 半生 開発 際 会 oo 
| 半 の 0 6 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 大 同 江 区 域 

し 抽 の で 電力 の 供給 や 杉 房 工事 に も 有利 で す 。 al SRD 

ーー コ ヽ る な さり la 

と ーー ー 近く を 流れ る 輸 城 川 と 南 夕 川 の 水 資源 FAX・850-2-981-5889 
F-mail : sgbed@star-co.net.kp ee く 


経済 開発 区 観光 規定 


展 鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 最高 人 民 会 議 常任 委員 会 決定 第 90 詞 
チュ チェ 104 (2015) 年 12 月 23 日 


第 1 章 一 般 規定 に 必要 な 条件 を 保障 し な けれ ば な ら な い 。 業 意 録 を 行い 、 企 業 意 録 証 の 発給 を 受け 
第 1 条 ( 使 偉 ) 第 11 条 (観光 資源 開 発 計画 の 作成 と 実行 ) な けれ ば な ら な い 。 


本 規定 は 、 経 済 開発 区 の 観光 事業 に お 管理 機関 は 、 観 光 資 源 の 調査 ・ 評 価 次 第 18 条 (旅行 社 の 活動 内 容 ) 
いて 規律 と 秩序 を 確立 し 、 国 際 観 光 を 左 励 料 に 基づい て 観 次 注 開 発 計画 を 正確 に 立 旅行 社 は 次 の よう な 活動 を 行う 。 
て 、 実 


し 発展 させ る こと に 寄与 する 。 、 実 行 し な けれ ば な ら な い 。 1. 観光 の 宣伝 と 観光 客 の 募集 、 旅 行 の 
第 2 条 (適用 対象) 観光 資源 開発 計画 は 経済 開発 区 の 開発 手配 
本 規定 は 、 観 光 を 目的 と し て 創立 し た 総計 画 に 反し て 立て る こと は で き な い 。 2. 外 国 の 旅行 社 及び 観光 組織 、 当 該 経 
経済 開発 区 に 適用 する 。 第 12 条 ( 稚 光 資源 開発 に 対す る 投資 ) 済 開発 区 外 の わが 国 の 旅行 社 と の 交渉 及 
第 3 条 (観光 客 ) 投資 家 は 観光 資源 の 開発 に 投資 する こ び 観 光 契 約 の 締結 


経済 開発 区 に お いて 観光 は 国籍 、 民 族 と が で き 、 観 光 に 関す る 経営 活動 を 行う こ 3. 観 光 コ ー ス と スケ ジュ ー ル の 作成 、 


別 、 性 別 、 年 齢 、 政 見 、 信 教 を 問わ ず 誰 で と が で きる 。 こ の 場合 、 定 め ら れ た と ころ 観光 客 の 迎 接 及 び 案 内 サー ビス 

も で きる 。 に よっ て 管理 機関 の 承認 を 得 な けれ ば な ら 4. サ ービス 企業 の 韓 旋 及 び サ ービス 契 
6 人 外国 人 以 。 ない 。 約 の 締結 

下 、 観光 客 と する ) は 、 経済 開発 区 に お い 第 13 条 (生態 環境 の 保護 ) 5. 観光 客 の 便 官 保障 


て 参観 、 遊 覧 、 休 療 、 娯楽 、 ス ポー ツ 、 体 観光 資源 を 開発 する 企業 と 個人 は 、 虹 6. ガ イド の 養成 


験 、 治 療 な ど 、 さ ま ざ ま な 形式 と 方 法 で 観 、 境 保護 法規 を 厳格 に 守っ て 経済 開発 区 の 汚 7. そ の 他 、 旅 行 業 に 関連 し て 提起 され 
光 す る こと が で きる 。 染 を 未然 に 防ぎ 、 生 態 環 境 を し っ か り 保 護 る 活動 
ie し な けれ ば な ら な い 。 第 19 条 (観光 契約 の 締結 と 観光 客 の 
経済 開発 区 に お いて 投資 家 は 、 旅 行 、 第 14 条 (歴史 遺跡 ・ 遺 物 、 天 然 記 念 受け 入れ 状況 の 通知 ) 


宿泊 、 食 堂 、 娯 楽 、 便 益 、 記 念 品 の 生 崩 
及び 販売 、 観 光 資 源 の 開発 な どの 観光 音 


物 、 名 勝 、 自 然 風致 の 保護 ) 旅行 社 は 、 観 光 契 約 の 締結 と 観光 客 の 
企業 と 個人 は 、 観 光 資源 の 開発 過程 で 受け 入れ 状況 を 管理 機関 を 通じ て 中 央 観 


FN 


縮 


門 に 投資 し て 企業 を 創設 、 運 営 す る こと 歴史 遺跡 ・ 遺 物 、 天 然 記念 物 、 名 勝 、 自 然 光 指 導 機 関 に その つど 通知 し な けれ ば な 
が で きる 。 風 致 な ど を 破壊 、 損 傷 し な か いよ うに し な け ら な い 。 

第 5 条 (観光 客 の 便 官 保障 ) れ ば な ら な い 。 第 20 条 (ガイ ド ) 

経済 開発 区 に お いて は 観光 の 環境 と 条 第 15 条 (観光 資源 開発 基金 の 造成 経済 開発 区 に お いて 観光 案内 は 旅行 社 

件 を 十分 に 整え 、 案 内 サー ビス の 水準 を 利用 ) の ガイ ド が 行 2。 

の て の 人 を 人 0 図る よう 管理 機関 は 観光 資源 開発 の 目的 で 観光 旅行 社 の ガイ ド に は 、 中 央 観光 指導 機 
に する 。 資源 開発 基金 を 造成 し 、 利用 する こと が で 関 の ガ イド 資格 審査 承認 を 得 た 者 だ けが 
観光 客 は 、 観 光 サ ービス 、 生 活 上 の サ きる 。 な れる 。 

ービス 、 医 療 サ ービス な ど 、 必 要 な サー ビ 本 運営 

ス を 受け る こと が で きる 。 第 3 章 観光 管理 及び サー ビス 投資 家 は 、 経 済 開発 区 に お いて 観光 サ 
第 6 条 (身辺 の 安全 と 人 権 、 財 産 の 保護 ) 第 16 条 (管理 機関 の 活動 内 容 ) ービス 企業 を 創設 し 、 運 営 し よう と する 
経済 開発 区 に お いて 観光 客 の 身辺 安全 管理 機関 は 、 観 光 に 関連 し て 次 の よう 場合 、 当 該 規定 に 基づき 管理 機関 の 承認 

と 人 権 、 財 産 は 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 の な 活動 を 行う 。 を 2 則 な けれ ば な ら な い 。 

法 に よっ て 保護 され る 。 1. 観 光 計 画 の 作成 及び 実行 第 22 条 (サー ビス 水準 の 向上 ) 

第 7 条 (観光 管理 機関 2. 観光 サー ビス 企業 の 創設 承認 及び 旅行 社 と 観光 サー ビス 企業 は 、 経 済 開 
経済 開発 区 に お いて 観光 事業 の 管理 は 登録 発 区 の 特性 に 応じ て 近代 的 な サー ビス 施 
当該 経済 開発 区 の 管理 機関 (以下 、 管理 機 3. 観光 サー ビス 業種 の 承認 及び 営業 設 を 整え 、 サ ービス の 水準 を 高め な けれ 

関 と する ) が 行う 。 許可 ば な ら な い 。 

第 8 条 (観光 分 野 に お ける 交流 と 協力 ) 4. 和 観 光 コ ー ス 及び スケ ジュ ー ル 、 和 観光 第 23 条 (観光 サー ビス に お いて 守る 
経済 開発 区 に お 0 サー ビス 基準 の 承認 べき 要求 ) 

織 、 国 際 観 光 機 構 と の 交流 と 協力 を 積極 的 5. 観 光 の 手配 及び 対外 観光 市 場 の 調査 観光 サー ビス に お いて は 次 の よう な 要 

に 発展 させ る よう に する 。 6. 観 光 サ ービス 状況 の 調査 求 を 守ら な けれ ば な ら な い 。 

7. 観光 専門 家 及 び サ ービス 部 門徒 事 者 1. 観光 客 の 身辺 と 財産 の 保護 
第 2 章 観光 資源 の 開発 の 義成 2. 観 光 ス ケ ジ ュ ー ル と 契約 に 伴う 正確 
第 9 条 IN 8. そ の 他 、 観 光 に 関す る 活動 な サー ビス の 提供 
経済 開発 区 に お いて は 名 勝 、 歴 史 遺 跡 ・ 第 17 条 (旅行 社 の 創設 及び 登録 ) 3. 事故 防止 及び 事故 発生 時 の 対策 

天 和信 牧人 か どの 商人 経済 開発 区 に お いて 旅行 業 は 経済 開発 4. 観 光 客 の 政見 及び 信教 、 民 族 的 及び 
に 開発 し 、 積 極 的 に 保護 する よう に する 。 区 の 旅行 社 (以下 、 旅行 社 と する ) が 担当 宗教 的 風習 と 慣習 の 尊重 
第 10 条 (観光 資源 の 調査 ・ 評 価 ) する 。 第 24 条 (保険) 
管理 機関 は 当該 機関 と の 連係 の 下 に 、 経済 開発 区 に 旅行 社 を 創設 し よう と す 観光 客 は 、 当 該 規 定 に 基づき 経済 開発 

経済 開発 区 の 観光 資源 の 調査 ・ 評 価 活動 を る 場合 に は 管理 機関 を 通じ て 中 央 観光 指導 区 に お いて 保険 業務 を 行う 保険 会 社 と 契 

定期 的 に 行わ か けれ ば な ら な い 。 機関 の 承認 を 得る こと 。 約 を 結び 、 保 険 に 入る こと が で きる 。 
当該 機関 は 管理 機関 の 調査 ・ 評 価 活動 創設 承認 を 得 た 旅行 社 は 管理 機関 に 企 


朝鮮 民主 主文 人民 共和 国対 外 貿 易 
2017.No.3 


第 4 章 観光 の 手続 き と 方 法 

第 25 条 (観光 の 申請 ) 

経済 開発 区 を 観光 し よう と する 観光 客 
は 、 直 接 ま た は 当該 経済 開発 区 外 の わが 医 
も し く は 外国 の 旅行 社 を 通じ て 旅行 社 に 観 
光 の 申請 を 行わ か な けれ ば な ら な い 。 
観光 の 申請 を 受理 し た 旅行 社 は 、 観 光 
請 文書 を 管理 機関 に 捉 出し な けれ ば な ら 


第 26 条 (観光 証 の 発給 
管 理 機関 は 、 旅 行 社 が 提出 し た 観光 
請 文書 に 基づき 観光 証 を 発給 する 。 こ の 場 
合 、 経 済 開発 区 の 出入 国事 業 機関 の 合意 を 


水 充 填 式 水中 電動 ポン プ は 、 深 い 鑑 包 
や 井戸 の 水 を 流 み 上 げ る の に 利用 する 准 
革 で わり 、 設 置 と 換 作 が 和洋 で す 。 


観光 証 に は 姓名 、 性 別 、 民 族 別 、4 
月 日 、 国 繕 、 居 住地 、 観 光 期間 な ど を 明 ヵ 


財 


観光 客 は 、 観 光 証 を 携帯 し て 定め られ 
に 出入 地点 を 通じ て 経済 開発 区 に 出入 し な 


第 28 条 (観光 客 以外 の 旅行 者 の 観光 ) 
観光 以外 の 目的 で 経済 開発 区 に 来 た 旅 
行者 は 、 当 該 出入 証明 書 の 有効 期間 内 に 経 
済 開発 区 を 観光 する こと が で きる 。 

第 29 条 (観光 客 の 権利 と 義務 ) 


ルル 技 ( 人 測る 


観光 客 の 権利 と 義務 は 次 の と お り で ある 。 M25 1570m 
生命 と 健康 、 財 産 の 保護 を 受け る 。 重量 ・ 82kg 
2. 契 約 に 伴う サー ビス を 提供 され る 。 3 


3. 契約 人 反 と 生命 、 健 康 、 財 産科 害 大 潜水 深 さ : 70m 


4 わが国 の 法規 を 尊重 し 、 厳格 に 遵守 


ツク 
国 平 市 西城 区 城 
内 hs pa 1811 識 41-8544 
: 850-2-343-6663 
mail : arirangip⑨ star-co. net. kp 


5. 国 の 安全 と 社会 秩序 、 公 衆 道徳 と 生 
活 風習 を 阻害 する 行為 を し て は な ら な い 。 

6. 観光 資源 を 破壊 し た り 損 傷 する 行為 
を し て は な ら な い 。 

7. 環境 を 汚染 し た り 、 不 法 に 動物 を 捕 ら 
え 、 2 人 
8. 国家 及び 軍事 機密 を 探知 する 行為 を 
し て は な ら な い 。 

9. 定め られ た 観光 区 域 か ら 自 分 勝手 に 
抜け 出 て は な ら な い 。 


ン 


第 5 章 制裁 及び 紛争 解決 
第 30 条 (民事 的 責任 ) 
観光 客 の 生命 、 健 康 、 財 産 に 被害 を 与 
えた り 超 約 に 伴う サー ビス を し な か っ た 場 
合 、 観 光 資源 を 破損 し た り 企業 また は 個人 
に 損害 を 与え た 場合 に は 、 原状 復旧 また は 
損害 補償 、 違約 金 、 延 滞 料 農 課 な どの 民事 
的 責任 を 負わ せる 。 
第 31 条 (行政 的 及び 州 事 的 責任 ) 
本 規定 に 反し た 場合 に は 、 久 人 金 、 中 
止 、 没収 な どの 行政 了 責 任 を 負 わせ る 。 
事態 が 重大 な 場合 に は 刑事 的 責任 を 6 
わせ る 。 
第 32 条 (紛争 解決 
経済 開発 区 に お いて 役 光 事業 に 関連 し て 
生じ た 意見 の 相違 は 協議 の 方 法 で 解決 する 。 
協議 の 方 法 で 解決 で き な い 場合 に は 、 
調停 、 仲 玉 ま た は 裁判 の 方 法 で 解決 する こ 
と が で きる 。 


金 は 、 人 間 が その 存在 を 知っ た 時 か ら 、 さ ま ざ ま 
な 装飾 品 や アク セ サ リ ー、 病 気 の 治療 、 健 康 ・ 長 寿 な 
ど に 広く 利用 され て きま し た 。 今日 に 至っ て 金 の 需 
と 利用 価値 は ます ます 高まっ て いま す 。 
天然 材料 で ナノ 化し て 作っ た ナノ 金 多 精 注 射 薬 に 
は 、 開城 高 豚 人 参 多糖 、 キ ト サ ン な ど 種 々 の 生物 活性 
多糖 体 と 、 ナ ノ 金 粒子 の 分 散 安 定 度 を 高め て 楽 理 作用 
を 増大 させ る 種々 の 天然 活性 物質 が 合 3 
ナノ 金 は 、 透 過 性 が 高く 、 伝 導 性 、 抗 菌 性 、 紫 外 
線 防 止 、 遠 赤外線 放出 、 活 性 酸素 消 ま な ど さ ま ざま な 
性 質 を 持っ て いる の で 、 種 々 の 疾病 の 予防 と 治療 に 特 
効 が あり ます 。 

伝導 性 が 一 番 大 きい ナノ 金 と 、 世 界 的 に 知ら れ 
いる 開城 高 豚 人 参 に 含ま れ て いる 朝鮮 人 参 多 糖 の 楽 利 
(を 革 合 し た ナノ 人 多 和 は 、 ナ ノ を 
参 多 糖 の 著しい 効能 に より 健康 と 長寿 、 難 病 の 治療 に 


ナノ 人 金 多糖 注射 薬 は 、 食 物 か ら は 摂取 で き な い 金 
を 全身 に 最も 効果 的 に 吸収 させ る こと に よっ < 上 人 俸 
の 免疫 機能 を 高め ます 。 ま た 、 疾 病 に よる 細胞 内 電解 
質 均衡 の 破壊 を 是正 し て 人 体 の 自己 治癒 能力 を 高め る 
こと に よっ て 、 病 気 が 自然 に 治る よう に する 疹 の 理 
的 効果 を よく 現し ます 。 
昔 か ら 朝 人 鮮 で 栽培 され て いる 開城 高 有 葉 人 参 ( に 信 ま 
れ て いる 朝鮮 人 参 多糖 は 、 免 疫 機能 の 元 進 、 細 胞 冊 活 
及び 増殖 、 強 壮 、 造 血 機能 の 強化 、 血 糖 と 血液 四 の ヨコ 
レス テロ ー ル 含量 の 低下 、 抗 老化 作 二 欄 ど の 生物 活性 


F コ 
還 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 対外 貿 
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機能 を 発揮 し ます 。 
キト サン は 、 体 液 性 免疫 の 増強 抗 河 還 王 
の 排 港 作 用 、 ユ レ ステ ロー ル の 低下 供用 請 議 
抑制 作用 、 有 害 物 質 の 吸着 作用 な どの 
る の で 、 健 康 ・ 長 寿 の 必須 物質 と され 
この 注射 楽に は 、 今 日 、 医 学界 坊 
れ て いる 種々 の 天然 活性 物質 が 調和 よ 還 
り 、 ナ ノ 金 と これ ら の 物質 の 協力 作用 
の 疾病 の 治療 に お いて 著しい 効能 を 現し 
一 本 の 注射 薬 に は 、20 て 30nm の ナノ 金 是 
城 高 朋 人 参 多糖 400,z gs、 そ れ に キト サン 
性 天然 生物 活性 物質 が 含ま れ て いま す 。 
この 注射 薬 は 、 脂 肪 肝 、 肝 炎 、 肝 胡 
病 、 不 眠 症 、 冶 性 疾病 、 リ ウマ チ 性 関 
症 、 老 化 防止 、 老 人 性 認知 症 、 種 々 の 
ー ル 、 化 学 物質 に よる 忠 毒 合併 症 
防 に 使い ます 。 
この 薬 を 使え ば 、 種 々 の 慢性 導 愚 
治り 、 肥 満 し た 体 や 種々 の 疾病 に 上 
正常 に 戻る な ど 、 実 に 驚く べき 効 
老化 を 防ぎ 、 疲 労 回 復 を 助 。 
気 に か か っ て いな い 人 ( こも お 』 


朝鮮 妙 香 折 易 総会 社 
朝鮮 民主 二 義 人 民 共 和 
TEL : 8 駅 = と 341 
FAX : 850=2 29 -4410/4 
FE-mai] : kwa@star 
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較 國 恒 午 前 障 園 頻 恒 制 細 上 
『 計 届 同種 午 南 出 悦 画 叶 折 丘 H 


バ パイ コミ ン 注 射 薬 


朝鮮 妙 香 貿易 総会 社 モラ ン ボン 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 


TEL : 850-2-18111-341-8136/8383 
FAX : 850-2-381-4410/4416 
E-mail : kwa@ star-co. net. kp 


朝鮮 テア 質 易 会 社 - 上 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 楽 浪 区 域 
TEL:0085-02-18111-341-8249 
FAX:0085-02-381-4825 

E-mail :eurasa@ star-co. net. kp 


2 ンコ NZ 


城 川 F 製 朱 交 流 社 が 新た に 開発 し 夫人 パイ ミミ 
ン 注射 薬 は 、 種 々 の 結核 、 特 に 多 剤 耐性 (MD 


R) 結 楼 の 治療 に お いて 、 


治療 期間 が 短い な が ら 


も 強し 治療 効果 を 発揮 する 先端 技術 製品 で す 。 


バイ コミ ン 注 射 薬 は 、 


り 、 こ の 間 に 患 者 の 体重 


機 引 AS 


治 率 は 98%% で す 。 


で 、 完 治 率 は 919% で す 。 


カカ 月 続け ます 。 


信 ょ + | 李 再 


MDR 結 核 串 者 の 治療 期間 は 4 8 カ月 


た ク 
+ 守 


肝臓 を は 0 


償 に 悪影響 を 与え る こ と な く 結 核 菌 を 完 
殺し 、 結 核 菌 体 を 破壊 し ます 。 

MDR 結 核 加 者 の 治療 期間 は 4 て 8 カ月 で あ 
は 4 kg 以上 増え ます 。 
バイ コミ ン 注 射 薬 の 成分 は イツ ニア ジッ 
に 、 ジ ク 区 下り と 、 パ イリ ジ 。、 完 下 普 と 、 


Ni 


1 目 2 回 、 1 回 に つき 1 本 (2ml) 、12 時 間 
間隔 で 筋肉 注射 を 行い ます 。 
一 般 結 核 患 者 の 治療 期間 は 20 て 60 日 で 、 完 


4P こ 10 ピ ン トゲ ン 、 血 洗 、 体 
温 、 療 ) の 結果 が 正常 に 復 す れ ば 、 薬 物量 を 半 
分 以下 に 減ら し て 1 日 2 回 の 注射 を さら に 1 て 2 


妊婦 は 使用 し な いで くだ さい 。 


ンー ナーン 


IRO 
質 中 毒 、 火 傷 中 毒 を 
解消 し 、 飲 酒 後 の 
頭痛 を な くす の に 
特 効 か あり ます 。 


朝鮮 履物 錦 易 会 社 2 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 中 区 域 
TEL:0085-02-18111-18999 op 341-8140 


FAX:0085-02-381-4485, 4410 
E-mail:mlidea@ star-co. net. kp 


平安 南 道 平城 市 に ある 平城 合成 皮革 工場 で は 、 財 や 輸 な どの 生活 
の 合成 皮革 を 多量 生産 し て いま す 。 
最近 、 工 場 で は 、 生 産 工程 を 補強 し 近代 化し て 、 引 張り 強 き や 曲 げ 至 さ な ど 物理 的 性 質 や 質 
盛 に お いて 天然 皮革 に 劣ら な い 良 質 の 合成 皮革 を 生産 する た の 物 質 的 ・ 投 術 的 王 台 を 和 集 き ま 
し 人 
定量 供給 機 か ら 供給 され た 繊維 が 解 織機 と 杭 綿 機 、 ニ ー ド ル 機 を 経て それ ぞ れ の 用 途 に 応 
じ て 圧 搾 さ れる 不 織 生 産 工 程 は 、 すべ て オー トメ 化 さ れ て いま す 。 

湿式 合成 皮革 生産 工程 と 加 式 合成 皮革 生産 工程 も 流れ 式 加 エラ イン に な っ て いま す 。 

溶媒 に 浸し 、 乾 燥 機 で 乾燥 させ た 合成 皮革 の 基 材 に 、 精 密 塗布 機 で 樹脂 液 を 塗布 する 3 回 の 反 
復 工程 に よっ て 基礎 合成 度 革 を 製造 する 湿式 合成 皮革 生産 工程 で は き 真空 精 留 負 理 和 術 を 利用 
し て 溶媒 を 99.8% 回 収 、 再 生じ て いま す 。 

間 式 合成 皮革 生産 工程 で は 、 基 礎 合 成 皮 革 を 接合 、 乾 燥 、 冷 却 す る 週 程 で 3 自 梁 有 を 千 い 、 数 


H 品 を 作る の に 必要 な 各種 


十 の 色 、 模 様 、 光 沢 を 持つ 、 さ ま ざ ま な 用 途 の 合成 皮革 蝶 ビ ロ コ 訴 記 麻 を 製造 帆 @ い ま | 
工場 で は 合成 度 革 で 「 テ ボン サン (大 峰山 )」 ラン ド の 輸 も 牛 摩 MK ます 

工場 で は 、 ハ イレ ベル の 統合 生産 シス テム を 構築 し 、 先 進 技術 を 積極 的 に 取り 入れ で 、 多 色 
化 、 多 様 化 さ れ た 良質 の 合成 皮革 の 生産 を 一 段 と 高め る た め に 人 益 訪 JIW ま す 。 


S000 ト ン 級 錦 易 貨物 船 「 自 力 」 


石炭 、 鉱 石 、 穀 類 、 肥 料 な ど を 運ぶ 貨物 輸送 船 で す 。 


上 労働 協約 、 国 際 海 事 交通 便利 化 協約 な ど 、 海 船 建 造 及 び 安 全 
関す る 国際 協約 に 基づい て 2016 年 に 建造 され まし た 。 


し 
』 


大船 租 会 仕 。 。 モ ランボ ポン 8 
朝鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
TEL : 0085-02-341-8236 
E-mail : shipping 一 j@silibank.net. kp 


JA RYOK 


旧 BF 証 Tj FT 本 


年 。 目 同和 和 人 
還 画 Li 


国際 海上 人 命 安全 条約 、 船 舶 に よる 汚染 防止 国際 協約 、 国 際 海 


に 


補助 反射 鏡 付 き 


補助 反射 
る 集 来 型 投 光 灯 で 


鏡 付 3 は LBD 光 源 の 光 を 100% 利 用 


3 


kW/2】IDE 
防 同 2 は 60% 以 下 で あっ た 投 光 効 率 を ほ Ed だ I00y/WAG 


投 光 灯 は 、 補 助 反 射 鏡 を 利用 BIIL2IB0U3 


回 3) 


Saecot、 少な い 電力 に よっ て も 剛 度 を 高め る こと 
SE : ま 
2016 年 に こ 世 界 知 的 所 ョ 権 機関 WIPO) か ら 発明 家 メ ダル 
を 授与 され まし た 。 
仕様 
ー"T ト 指標 い 種類 極 集束 1.5 一 12 一 | 極 集束 0.9 一 5ー ロ 
= トド 交流 電圧 .⑩) 130-250 30-250 
ee 周波 数 .(B2) . 35=65 35-65 
ーー アン | wi) E5 6.9 
を ) | 中心 光度 (cd) 1400000 7000 
ee / 消費 電力 -⑲) 50…「 連 
プン PS 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 本 城区 城 


TEE : 850-2-18111-34 ド 8544 
FAX : 850=2-343=6663 
E-mail :marirangip@ star=co.net.kp 


| 副 


朝鮮 民族 の 長い 歴史 の 中 で 天下 ーー 部 と いわ れる 
高 朋 青 磁 は 、 その 独特 な 形 と 色 、 文 様 装飾 手法 に 
よっ て 世界 に 広く 知ら れ て いま す 。 

朝鮮 の 中 世 封 建 時 代 の 最初 の 統一 国家 で あっ た 
高 諾 (918 て 1392 年 ) 時 代 に 出現 し た こと に より 高 
磁 器 と 呼ば れる この 青磁 は 、 朝 鮮 民 族 の 情緒 と 
美 感 、 卓 抜 し た 才能 を よく 示し て いま す 。 

神秘 的 な 琴 翠 色 ( 琴 色 ) と 多様 で 優雅 な 象 錠 装 
飾 、 柔 軟 で 律動 的 な 形態 美 の 調和 、 こ れ が 当代 は 
も と より 、1000 年 の 歳 月 が 流れ た 今日 に 至っ て も 少 
し ゃ も 失わ れ て いな い 高 調 青磁 の 独特 の 魅力 で す 。 
古来 の 伝統 と 現代 的 美 感 を 取り 合わ せ て 、 そ の 創 
作 技 法 が 日 ご と に 発展 し て いる 高 諾 青磁 は 、 国際 博 
諸 会 や 展示 会 で いつ も 高い 評価 を 受け で いま す 。 
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